
課コード: 090100 課名称: まちづくり部地域づくり課平成25年度業務棚卸表

フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称
事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

090100-010

行政連絡等事務

地域振興係06-04-02

広聴活動の充実

05

ソフト事業（任意）

市の行政連絡事務の円滑な遂行を図る。区長業務（広報紙等の配
布、市民の要望等連絡）に関する事務、定例区長会議の開催

一般 法令に特に定めのないもの

北上市区長設置規則

37,726

行政連絡等事務

一般 ○広報誌等の配布
・月２回×12ヶ月
○定例区長会議
・年４回開催、区長数125名

・広報誌等の配布　月２回×12ヶ月
・定例区長会議　年４回開催
・区長数125名

・広報誌等の配布　月２回×12ヶ月
・定例区長会議　年４回開催
・区長数125名

・広報誌等の配布　月２回×12ヶ月
・定例区長会議　年４回開催
・区長数125名

090100-010-01

090100-011

行政区長協議会等事務

地域振興係06-02-02
地域が連携し共生するまち
づくりの推進

05

ソフト事業（任意）

区長相互の連絡協調と情報交換、区長の資質向上の役割を果たす
区長協議会の活動を促進し、区長業務の円滑な遂行を図る。４月に
総会を開催し事業計画及び予算について協議。地域課題及び要望
について調整をする役員会開催。
区長の意識向上と相互の情報交換
のため研修会の開催（任期中２年に１回の県外視察研修）

一般 法令に特に定めのないもの

2,537

行政区長協議会等事務

区長 ○区長協議会事務（年間）
○総会１回、役員会５回開催
○区長研修
・市内企業、学校施設等見学
○役員研修１回
・紫波町研修（再エネ）
○学習会３回
・第１回：113名
・第２回：103名
・第３回：122名

・区長協議会事務（年間）
・総会１回、役員会５回開催
・区長研修（県外）１回（参加者56名）
・役員研修１回（参加者19名）・学習会４
回（参加者１回110名、２回104名、３回
103名）

・区長協議会事務（年間）
・総会１回、役員会６回開催
・区長研修（市内）１回（参加者62名）
・役員研修１回（参加者20名）
・学習会４回（参加者１回119名、２回109
名、３回118名、４回118名）

・区長協議会事務（年間）
・総会１回、役員会６回開催
・区長研修（県外）１回（参加者38名）
・役員研修１回（参加者17名）

090100-011-01

090100-012

行政連絡事務費交付金

地域振興係06-04-02
広聴活動の充実

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

市の行政連絡事務の円滑な遂行を図る。年2回に分けて事務費交付
金を世帯数に応じ交付し、区長業務（広報紙等の配布、市民の要望
等連絡事務）が
円滑に進むようにする

一般 法令に特に定めのないもの

北上市区長設置規則

5,779

行政連絡事務費交付金

行政区長 ○区長125人×（平均）45，000円＝
5,625,000円

区長125人×（平均）45，000円＝
5,625,000円

区長125人×（平均）45，000円＝
5,625,000円

区長125人×（平均）45，000円＝
5,625,000円

090100-012-01

090100-015

行政区長協議会運営費補
助金

地域振興係06-02-02

地域が連携し共生するまち
づくりの推進

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

区長相互の連絡協調と情報交換、区長の資質向上の役割を果たす
区長協議会の活動を促進し、区長業務の円滑な遂行を図る。運営費
補助金を交付。（１人あたり2,504円の事業費補助）
事業内容は、総
会、役員会、役員研修、県外視察研修、学習会。

一般 法令に特に定めのないもの

544

行政区長協議会運営費補
助金

行政区長 ○活動補助金　125人×2,504円＝
313,000円

運営補助分　＠2,504円×125人＝
313,000円
視察研修分　＠15,000円×60人＝
900,000円

・活動補助金　125人×2,504円＝
313,000円

・活動補助金　125人×2,504円＝
313,000円
・研修視察補助金　38人×18,000円＝
684,000円

090100-015-01

090100-020

コミュニティ助成事業費補助
金

協働推進係06-01-01

市民の参画と協働によるま
ちづくりの推進

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

コミュニティ助成事業を活用し、地域コミュニティの活性化を図る。・自
治総合センターによるコミュニティへの助成
　（25年度コミュニティ助成
団体採択４件
　26年度コミュニティ助成申請４件）

一般 法令に特に定めのないもの

24,182
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称 事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

コミュニティ助成事業費補
助金

申請者 ・一般コミュニティ　Ｈ25助成申請３件全
て採択（ＮＰＯ法人くちない：イベント用
舞台、黒岩自治振興会：移動用煮炊
窯、岩沢自治会：除雪機）　Ｈ26助成申
請２件　　　　　　　　　　
・コミュニティセンター助成　Ｈ25助成申
請３件うち１件採択（長沼一区自治会）　
Ｈ26助成申請２件

・一般コミュニティ　　　　　
　Ｈ24助成申請無し　Ｈ25申請３件
・コミュニティセンター
　
Ｈ24助成申請3件　Ｈ25申請３件
（Ｈ24は県より沿岸地域を優先する旨連
絡があったため積極的に活動せず）

・一般コミュニティ
1.口内町自治協議会
　炭焼き窯を利用した地域活性化事業
助成2,500千円（炭焼き窯）
2.山口自治会
　コミュニティ活動用備品の整備助成
1,100千円（山口女相撲の衣装）
・コミュニティセンター
1.平和台自治会
　コミュニティセンター建設事業助成
15,000千円（木造平屋建て）
・共生の地域づくり
1.北上市（政策企画課）
　高齢者が利用しやすいまちなかバス
ターミナルの実現に向けた事業助成
9,600千円（まちなかターミナル）

・コミュニティ助成事業
1.二子町振興協議会
　地域特産品販売用品の整備助成
1,000千円（テント）

2.立花自治振興協議会
　地域内集会場における備品の整備助
成1,900千円（カラーコピー機、折りたた
み椅子）

090100-020-01

090100-022

コミュニティリーダー研修等
実施事業

地域振興係06-01-03

まちづくりをリードする人材
の育成

05

ソフト事業（任意）

市内16地区の地域活動リーダーを育成し、地域活動の活性化を図
る。地域活動リーダー研修会（先進地視察）の開催（H24.11.15 遠野
市：綾織地区、遠野町第13区）、地域づくり講座の開催（H24.11.21 相
去地区交流センター）

一般 法令に特に定めのないもの

461

コミュニティリーダー研修
等実施事業

各地区の地域活動
リーダー

・地域活動リーダー研修会（研修先：秋
田県三種町）
参加者数　36名
・地域づくり講座　３回開催
参加者延　42名

・地域活動リーダー研修会参加者数：42
人、
研修先：遠野市
・地域づくり講座参加者数：38人

地域活動リーダー研修会参加者数：37
人
地域づくり講座参加者数：延160人

地域活動リーダー研修会参加者数：40
人
地域づくり講座参加者数：延110人

090100-022-01

090100-023

全国地域リーダー養成塾塾
生派遣費補助金

地域振興係06-01-03

まちづくりをリードする人材
の育成

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

広い視野とすぐれた洞察力を備え、積極的な行動のできる力強い地
域リーダーを養成することで、地域の創意と工夫による自主的な地域
活動を促進し、豊かな地域社会の形成を図るため。財団法人地域活
性化センターが開催する全国地域リーダー養成塾に塾生を派遣する
ための旅費のうち、３分の２以内の額（20万円を限度）を補助金として
交付するもの。

一般 法令に特に定めのないもの

全国地域リーダー養成
塾塾生派遣費補助金
交付要綱

277

全国地域リーダー養成塾
塾生派遣費補助金

市内16地区の自治
組織から推薦

全国地域リーダー養成塾派遣１名（黒沢
尻西地区自治協議会）
補助金額200千円

口内町自治協議会（１名）
補助金額20万円

090100-023-01

090100-030

過疎集落等自立再生対策
事業費補助金

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

過疎集落等の生活圏において、住民団体及びその他組織が住民主
導の活動により、今後の生活を持続可能とし活性化を図ること。過疎
集落等の維持・活性化のために取り組む総合的な事業の経費につい
て、補助金を交付するもの。（財源：国補助金（10/10））

一般 法令に特に定めのないもの

4,885

過疎集落等自立再生緊急
対策事業費補助金

過疎集落等の住民
団体等

○ホットなくちないまちづくり事業
・事業実施主体　NPO法人くちない
・補助額　4,500千円

不採択となり、事業実施なし090100-030-01

090100-055

地域計画策定事務

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

03

内部管理事務

それぞれの地域を最も知っている住民自らが、それぞれの地域の特
色を生かしながら、地域の将来がどうある
べきかを話し合って地域計
画を策定する。市内16地区の地域ごとに地域づくりの長期計画を策
定する

一般 法令に特に定めのないもの

北上市総合計画地域
計画 1,307
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称 事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

地域計画策定事務

地区 22年度に地域計画策定。
24年度は希望した10地区において計画
の見直しが行われ、８地区の計画に変
更・追加あり。変更等の事業に対して
は、市の取組み方針を回答。
また、市主体分事業について、進捗状
況を確認し、全地区へ回答。

22年度地域計画策定済み。23年度はそ
の進捗状況の確認を行った。

地域計画素案から市総合計画実施計
画への反映(方向性)検討結果のとりまと
め及び16地区への送付、
地区と市(部長等)との意見交換会(第２
回)：16地区 81人、地域計画（最終調整
後）提出 16地区

090100-055-01

090100-060

辺地総合計画の調整事務

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

03

内部管理事務

辺地とその他の地域との間における住民の生活環境の格差の是正
を図ること。市内４地区（後藤、後藤野、石曽根大官森、岩崎新田）の
辺地に係る状況調査。

一般 法令に定めはあるが任意の自治事務

辺地にかかる公共的
施設の総合整備のた
めの財政上の特別措
置等に関する法律

北上市辺地総合整備
計画 77

辺地総合計画の調整事務

辺地地区民 H24年度分繰越分として除雪機械１台
購入

辺地状況調査 ４地区
平成24年度は、除雪機械（ドーザ11t級）
１台購入。

辺地状況調査 ４地区
平成23年度は、除雪機械（ロータリー2.2
ｍ級）１台購入。

辺地状況調査 ４地区、平成23年度から
平成27年度までの辺地総合整備計画の
策定（４地区、除雪機械５台整備）
平成22年度は、除雪機械（ドーザ）１台
購入の計画であったが、国の交付金減
額により見送りとなった。

090100-060-01

090100-065

市政座談会に関する事務

地域振興係06-04-02

広聴活動の充実

05

ソフト事業（任意）

地区民の意見要望を市政に反映させる。市内16地域で市政座談会
を開催し、あらかじめ地域から出された要望や課題について市の考
えを説明するとともに、市民と直接意見交換する。まただされた要望
を各部単位にフィードバックし、施策に反映させるよう促す。

一般 法令に特に定めのないもの

3,316

市政座談会に関する事務

地区民 ○15地区で開催
・参加総数861名（うち女性117名）
○６地区で市長講話、９地区で市政座
談会方式を取った。
・提案課題、要望等は28件

・16地区で開催（参加総数851人、うち女
性137人)
＊24年度は４地区で市長講話形式、12
地区で座談会方式をとった。
・座談会方式をとった12地区からの提案
課題29件

・16地区で開催（参加総数1005人、うち
女性152人)
＊23年度は13地区で市長講話形式、３
地区で座談会方式をとった。
・座談会方式をとった３地区からの提案
課題15件

・16地区で開催（参加総数935人、うち女
性125人)
・地区からの提案課題37件

090100-065-01

090100-069

地域づくり交付金

地域振興係06-02-01
地域の自主的な活動の推
進

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

16地区の自治組織が策定した地域計画を地域住民自らが主体的に
実現していくための財政支援を行うことにより、地域づくりを「自ら考
え、自ら行う」環境を整備し、住民参加のもとに地域活動が活発化さ
れ、地域住民の創意と工夫によって生きいきと暮らすことのできる地
域社会が形成されること。・16地区の自治協議会が行う地域づくり事
業、交通安全活動、青少年健全育成活動及び自治組織運営に関す
る費用を交付金として交付する。
・地域づくり事業に対する交付金
は、各地域からの申請を審査し決定する。１地区上限100万円とす

一般 法令に特に定めのないもの

北上市地域づくり組織
条例、北上市きらめく
地域づくり交付金交付
規則

北上市総合計画（地域
計画） 30,886

地域づくり交付金

市内16地区の自治
組織

16地区の自治組織で地域づくり事業、
交通安全活動、青少年健全育成活動、
地域活動運営事業の活動に対して交付
金を交付
交付金総額29,134千円
地域づくり事業数　39事業

15地区の自治組織で33の地域づくり事
業を実施。（稲瀬地区は実施せず。）
また、交通安全活動、青少年健全育成
活動を含む各種の地域活動も活発に実
施された。

15地区の自治組織で32の地域づくり事
業を実施。（稲瀬地区は実施せず。震災
の影響大）
また、交通安全活動、青少年健全育成
活動を含む各種の地域活動も活発に実
施された。

16地区の自治組織で36の地域づくり事
業を実施。
また、交通安全活動、青少年健全育成
活動を含む各種の地域活動も活発に実
施された。

090100-069-01

090100-110

黒沢尻北地区交流センター
運営事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

17,495

黒沢尻北地区交流セン
ター運営事業

黒沢尻北地区住民 ○生涯学習事業19項目実施
○地域づくり３事業実施
○利用者数 23,302人
○利用日数 330日

生涯学習事業20項目実施
地域づくり事業３事業実施
利用者数24,822人
利用日数348日

生涯学習事業22項目実施
地域づくり事業３事業実施
利用者数28,316人
利用日数349日

生涯学習事業23項目実施。地域づくり
事業５事業実施。利用者数31,977人。
開館日数335日。

090100-110-01
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フルコスト(千円)

評価事業コード
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090100-111

黒沢尻東地区交流センター
運営事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

14,535

黒沢尻東地区交流セン
ター運営事業

黒沢尻東地区住民 ○生涯学習事業15項目実施
○地域づくり３事業実施
○利用者数 17,247人
○利用日数 334日

生涯学習事業15項目実施
地域づくり活動事業4事業
利用者数18,999人
利用日数335日

生涯学習事業12項目実施
地域づくり活動事業３事業

利用者数20,071人
利用日数319日

生涯学習事業14項目実施。地域づくり
活動事業６事業。利用者数19,624人。
開館日数351日。

090100-111-01

090100-112

黒沢尻西地区交流センター
運営事業

地域振興係06-02-01
地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する

一般 法令に特に定めのないもの

17,173

黒沢尻西地区交流セン
ター運営事業

黒沢尻西地区住民 ○生涯学習事業10項目実施
○地域づくり３事業実施
○利用者数 24,393人
○利用日数 358日

生涯学習事業10項目実施
地域づくり事業3事業実施
利用者数26,643人
利用日数357日

生涯学習事業10項目実施

地域づくり事業１事業実施
利用者数26,633人
利用日数338日

生涯学習事業８項目実施。地域づくり事
業２事業実施。利用者数25,142人。開
館日数346日。

090100-112-01

090100-113

立花地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

13,297

立花地区交流センター運
営事業

立花地区住民 ○生涯学習事業26項目実施
○地域づくり５事業実施
○利用者数 11,154人
○利用日数 333日

生涯学習事業23項目実施
地域づくり事業2事業実施
利用者数9,661人
利用日数294日

生涯学習事業23項目実施
地域づくり事業３事業実施

利用者数10,120人
開館日数296日

生涯学習事業42項目実施。地域づくり
事業３事業実施。利用者数7,971人。開
館日数355日。

090100-113-01

090100-114

飯豊地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01
地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

18,734

飯豊地区交流センター運
営事業

飯豊地区住民 ○生涯学習事業17項目実施
○地域づくり２事業実施
○利用者数 13,634人
○利用日数 329日

生涯学習事業49項目実施
地域づくり事業２事業実施
利用者数12,575人
利用日数310日

生涯学習事業15項目実施

地域づくり事業２事業実施

利用者数11,956人
開館日数331日

生涯学習事業16項目実施。地域づくり
事業３事業実施。利用者数12,382人。
開館日数356日。

090100-114-01

090100-115

二子地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

13,180

二子地区交流センター運
営事業

二子地区住民 ○生涯学習事業15項目実施
○地域づくり４事業実施
○利用者数 8,673人
○利用日数 258日

生涯学習事業18項目実施
地域づくり事業2事業実施
利用者数7,845人
利用日数252日

生涯学習事業18項目
実施
地域づくり事業２事業実施
利用者数13,693人
開館日数274日

生涯学習事業28項目実施。地域づくり
事業４事業実施。利用者数8,812人。開
館日数357日。

090100-115-01

090100-116

更木地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

13,449
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード
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更木地区交流センター運
営事業

更木地区住民 ○生涯学習事業30項目実施
○地域づくり２事業実施
○利用者数 10,033人
○利用日数 298日

生涯学習事業24項目実施
地域づくり事業5事業実施
利用者数8,741人
利用日数295日

生涯学習事業16項目実施
地域づくり事業４事業実施
利用者数5,730人
開館日数206日

生涯学習事業18項目実施。地域づくり
事業４事業実施。利用者数9,689人。開
館日数361日。

090100-116-01

090100-117

黒岩地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

12,813

黒岩地区交流センター運
営事業

黒岩地区住民 ○生涯学習事業17項目実施
○地域づくり１事業実施
○利用者数 6,368人
○利用日数 254日

生涯学習事業18項目実施
地域づくり事業3事業実施
利用者数5,803人
利用日数233日

生涯学習事業18項目実施
地域づくり事業２事業実施
利用者数6,225人
開館日数208日

生涯学習事業18項目実施。地域づくり
事業３事業実施。利用者数5,830人。開
館日数358日。

090100-117-01

090100-118

口内地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

12,882

口内地区交流センター運
営事業

口内地区住民 ○生涯学習事業23項目実施
○地域づくり１事業実施
○利用者数 6,405人
○利用日数 273日

生涯学習事業22項目実施
地域づくり事業3事業実施
利用者数6,353人
利用日数281日

生涯学習事業15項目実施
地域づくり事業１事業実施
利用者数8,755人
開館日数299日

生涯学習事業18項目実施。地域づくり
事業２事業実施。利用者数7,931人。開
館日数359日。

090100-118-01

090100-119

稲瀬地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

12,478

稲瀬地区交流センター運
営事業

稲瀬地区住民 ○生涯学習事業17項目実施
○地域づくり１事業実施
○利用者数 4,778人
○利用日数 176日

生涯学習事業18項目実施
地域づくり事業４事業実施
利用者数3,295人
利用日数159日

生涯学習事業17項目実施
地域づくり事業未実施
利用者数873人
開館日数53日(震災被害のため)

生涯学習事業18項目実施。地域づくり
事業４事業実施。利用者数4,761人。開
館日数358日。

090100-119-01

090100-120

相去地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

15,195

相去地区交流センター運
営事業

相去地区住民 ○生涯学習事業25項目実施
○地域づくり３事業実施
○利用者数 10,408人
○利用日数 289日

生涯学習事業15項目実施
地域づくり事業6事業実施
利用者数9,944人
利用日数306日

生涯学習事業15項目実施
地域づくり事業２事業実施
利用者数8,223人
開館日数281日

生涯学習事業13項目実施。地域づくり
事業２事業実施。利用者数18,172人。
開館日数357日。

090100-120-01

090100-121

鬼柳地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

13,269

鬼柳地区交流センター運
営事業

鬼柳地区住民 ○生涯学習事業12項目実施
○地域づくり２事業実施
○利用者数 15,089人
○利用日数 357日

生涯学習事業17項目実施
地域づくり事業1事業実施
利用者数17,007人
利用日数357日

生涯学習事業17項目実施
地域づくり事業２事業実施
利用者数15,386人
開館日数333日

生涯学習事業14項目実施。地域づくり
事業４事業実施。利用者数14,226人。
開館日数357日。

090100-121-01

090100-122

江釣子地区交流センター運
営事業

地域振興係06-02-01
地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

19,064
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江釣子地区交流センター
運営事業

江釣子地区住民 ○生涯学習事業44項目実施
○地域づくり２事業実施
○利用者数 29,502人
○利用日数 335日

生涯学習事業37項目実施
地域づくり事業２事業実施
利用者数31,793人
利用日数335日

生涯学習事業28項目実施
地域づくり事業２事業実施
利用者数33,005人
開館日数330日

生涯学習事業10項目実施。地域づくり
事業２事業実施。利用者数31,624人。
開館日数357日。

090100-122-01

090100-123

和賀地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

8,119

和賀地区交流センター運
営事業

和賀地区住民（横
川目・竪川目・仙
人・岩沢

○生涯学習事業13項目実施
○地域づくり２事業実施
○利用者数 5,944人
○利用日数 301日

生涯学習事業９項目実施
地域づくり事業１事業実施
利用者数58978人
利用日数265日

生涯学習事業15項目実施
地域づくり事業１事業実施
利用者数5,568人
開館日数265日

生涯学習事業13項目実施。地域づくり
事業４事業実施。利用者数15,998人。
開館日数357日。

090100-123-01

090100-124

岩崎地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

18,199

岩崎地区交流センター運
営事業

岩崎地区住民 ○生涯学習事業10項目実施
○地域づくり３事業実施
○利用者数 16,051人
○利用日数 318日

生涯学習事業13項目実施
地域づくり事業４事業実施
利用者数16,151人
利用日数313日

生涯学習事業13項目実施
地域づくり事業２事業実施
利用者数7,988人
開館日数212日

生涯学習事業13項目実施。地域づくり
事業３事業実施。利用者数14,229人。
開館日数359日。

090100-124-01

090100-125

藤根地区交流センター運営
事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地区住民の自主的な生涯学習や地域づくり活動を通じて、心豊かで
住みよい地域社会を形成することを目的とする。地域の自治組織が
地区交流センターの指定管理者の指定を受け、交流センター条例に
基づき、生涯学習事業や地域づくり活動などの事業を実施する。

一般 法令に特に定めのないもの

15,792

藤根地区交流センター運
営事業

藤根地区住民 ○生涯学習事業12項目実施
○地域づくり２事業実施
○利用者数 4,798人
○利用日数 323日

生涯学習業25項目実施
地域づくり事業６事業実施
利用者数4,216人
利用日数245日

生涯学習業21項目実施
地域づくり事業１事業実施
利用者数7,105人
開館日数236日

生涯学習業27項目実施。地域づくり事
業６事業実施。利用者数9,114人。開館
日数358日。

090100-125-01

090100-130

一般交通運輸対策事業

地域振興係05-04-01

地域の実情に応じた公共交
通体系の構築

05

ソフト事業（任意）

市民が生活していける、北上市を来訪者にとって利便性の高い公共
交通の体系を実現すること。市内の鉄道や路線バスなどの公共交通
機関の問題や自家用有償運送について検討、協議を行う。
北上市地
域公共交通会議、北上市自家用自動車有償運送運営協議会の開
催。
交通事業者への要望。

一般 法令に特に定めのないもの

1,902

一般交通運輸対策事業

市民 北上市地域公共会議　１回
北上市自家用自動車有償運送運営協
議会　１回
まちなか時刻表印刷　２回

北上市地域公共交通会議　２回

北上市自家用自動車有償運送運営協
議会　２回

まちなか時刻表印刷　２回4,000部

岩手県生活交通対策協議会　年1回
北上市地域公共交通会議　３回

JAL臨時要望　１回

岩手県生活交通対策協議会　年1回

北上市地域公共交通会議　３回

090100-130-01

090100-131

コミュニティバス運行補助金

地域振興係05-04-01

地域の実情に応じた公共交
通体系の構築

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

交通空白地域住民の通院や買い物など日常生活に必要な生活移動
の足を確保する。コミュニティバス２路線運行に対し、運行経費から運
賃収入を差し引いた分を、事業者へ補助金として交付
　　　　　　　　　　

一般 法令に特に定めのないもの

7,192
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称 事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

コミュニティバス運行補助
金

コミュニィバス利用
者

運行路線数 ２（
飯豊立花黒岩線、二子更木線
）

運行日数　194日
延利用者数 23,000人
（予定）
補助金予定額　7,000千円（うち岩手県
電源立地地域対策交付金5,030千円）

運行路線数 ２（
飯豊立花黒岩線、二子更木線
）
運行日数　190日
延利用者数 22,122人
補助金額　7,155千円

運行路線数 ２

延利用者数 21,503人

補助金額　7,497,000円

運行路線数 ２

延利用者数 21,398人

補助金額　7,897,000円

090100-131-01

090100-132

広域生活路線運行費補助
金

地域振興係05-04-01
地域の実情に応じた公共交
通体系の構築

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

広域的な移動の足として路線バスを確保し、地域住民の生活機能の
維持確保を図る。
広域生活路線を維持するための運行費補助（補助
額は県及び沿線市町村）
平成24年度対象路線は、成田線（北上駅前
～花巻北高前）の１路線

一般 法令に特に定めのないもの

北上市路線バス維持
費補助金交付要綱 768

広域生活路線運行費補助
金

市民 成田線へ補助
614千円（うち県補助307千円）
運行回数1日3往復

対象運行路線数
 １路線

補助金額　582千円（うち県補助291千
円）

輸送人数　14,183人（H23.10～H24.9）

対象運行路線数 ４

補助金額　6,452千円

対象運行路線数 ４

補助金額　5,704千円

090100-132-01

090100-135

防災拠点強化運営事業

地域振興係04-01-03

地球温暖化防止対策の推
進

07

施設等整備事業

スマートコミュニティ導入促進事業の認定を受けたいことに伴い、マス
タープランに基づき事業を推進する。一次避難所になっている交流セ
ンターにEＶ車、ＥＶ車用外部供給装置及びグリット管理システム等を
設置する。
平成25年度　２ヵ所（口内・藤根）（明繰）
平成26年度　５ヵ
所（黒北・黒西・立花・飯豊・江釣子）

一般 法令に特に定めのないもの

77

防災拠点強化運営事業

市民 実施設計業務２か所　2,160千円
グリット管理システム11,759千円
外部接続ユニット1,080千円
充電設備設置工事23,698千円
電気自動車購入２台6,696千円
合計45,393千円

090100-135-01

090100-137

幹線交通推進事業

地域振興係05-04-02

公共交通の利用促進

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

幹線路線として利便性の高い運行ダイヤを導入することで、既存利
用者のほか通勤通学、買い物など新たな需要の増加を図る。路線バ
ス横川目線等間隔ダイヤ化に伴う運行便数の増加（地域公共交通確
保維持事業を活用）

一般 法令に特に定めのないもの

地域公共交通確保維
持改善事業費補助金
交付要綱

北上市公共交通ビジョ
ン 1,027

幹線交通推進事業

横川目沿線住民、
市民

予算執行無し
（補助金は国から事業者へ直接支出）

平日運行本数（北上駅前～藤根十文字
間）29.5往復/日

平日運行本数（北上駅前～藤根十文字
間）8.5往復増、計29.5往復/日

利用者数（H23.10～H24.9、岩手県交
通報告による）
北上駅前～横川目間　125,094人
北上駅前～藤根十文字　44,069人

運行本数８．５往復増（計２９．５往復）090100-137-01

090100-138

支線交通運行事業費補助
金

地域振興係05-04-01

地域の実情に応じた公共交
通体系の構築

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

自治協議会が主となり、それぞれの地域に住み続けられる移動の足
の維持確保する。市はその取組みに対して運行経費の半額を補助す
る。地域主体の支線交通運行に対する補助金

一般 法令に特に定めのないもの

北上市支線交通運行
事業補助金交付要綱

北上市公共交通ビジョ
ン 2,229
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称 事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

支線交通運行事業費補助
金

地区民 ○補助金交付実績(6地区)
・相去地区　500千円
・稲瀬地区　380千円
・口内地区　500千円
・和賀地区　66千円
・岩崎地区　153.5千円

・藤根地区　168.5千円　計1,768千円

全６地区へ補助金交付
相去地区500,000円
稲瀬地区278,140円
口内地区500,000円

藤根地区109,500円
岩崎地区79,500円

和賀地区33,750円

平成23年度実施無し090100-138-01

090100-142

地域公共交通確保維持改
善事業費補助金

地域振興係05-04-01
地域の実情に応じた公共交
通体系の構築

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

横川目線の等間隔ダイヤ化を実施し、市内の幹線交通の強化を図
り、利便性を高める。横川目線等間隔ダイヤ化導入に伴い、バス事
業者に対し、導入前よりも損失額が増加した場合に補助を行うもの。

一般 法令に特に定めのないもの

地域公共交通確保維
持改善事業費補助金
交付要綱

北上市公共交通ビジョ
ン

地域公共交通確保維持改
善事業費補助金

市民 H25予算措置なし 予算執行なし

北上駅前～藤根十文字間29.5往復/日
運行
北上駅前～横川目間　125,094人
北上駅前～藤根十文字　44,069人

090100-142-01

090100-143

支線交通運行事業

地域振興係05-04-01

地域の実情に応じた公共交
通体系の構築

05

ソフト事業（任意）

公共交通が不便な地域に乗合タクシーを導入し、地域住民の生活の
足を確保することを目的とする。

一般 法令に特に定めのないもの

231

和賀地区乗合タクシー運
行事業

和賀地区住民 ○週4日運行
和賀：運行回数68回、利用人数72人
岩崎：運行回数241回、利用人数426人
藤根：運行回数224回、利用人数336人

運行ルート　４路線
運行日　週４日（仙人線は２日）
利用者数　998人（予定）
地域との協議　和賀５回、岩崎４回、藤
根３回

H23.7運行ダイヤ改正、チラシ作成
運行ルート　４路線
運行日　週４日（仙人線は２日）
利用者数　979人

事業準備を進めていたが3.11震災で未
実施。H23実施。

090100-143-01

稲瀬地区乗合タクシー運
行事業

稲瀬地区住民 ○平成25年４月１日、本運行開始
○月・水・金運行　
１日７便
○運行回数　269回
○利用人数　398人

平成24年４月１日　試験運行開始
ルート　２路線
運行日　火、金
利用者数318人、運行回数204回
地域との協議　５回

090100-143-02

相去地区乗合タクシー運
行事業

相去地区住民 ○日曜日以外運行
○１日４便、２路線
○運行回数　833回
○利用人数　1,280人

平成23年10月～平成24年９月　試験運
行
ルート　２路線（４便/日）
運行日　日、祝日、年末年始以外
平成24年10月１日　本運行開始
利用者数1,167人、運行回数809回
地域との協議　４回

090100-143-03

090100-145

まちなかターミナル運営事
業

地域振興係05-04-02

公共交通の利用促進

05

ソフト事業（任意）

公共交通利用者の利便性向上。パンフレット等の補充・整理一般 法令に特に定めのないもの

385

まちなかターミナル運営事
業

公共交通利用者 パンフレット・時刻表の補充10回 パンフレット・時刻表の補充12回、パンフ
レットスタンド状況改善１回

パンフレット作成40,000枚
まちなか案内人の設置28日

090100-145-01
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称 事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

090100-152

交流センター施設管理・維
持修繕事業

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

02

施設管理・維持補
修事業

交流センター施設の適切な維持管理。交流センター施設を適切に維
持管理することにより、地域づくりと生涯学習の拠点施設としてより活
用されるようにする。

一般 法令に特に定めのないもの

5,367

交流センター施設管理・維
持修繕事業

地域住民 ○施設使用申請書の印刷
２枚複写100冊、３枚複写50冊
○鬼柳地区交流センター非常用放送設
備修繕
○二子地区交流センター屋根修繕
○藤根地区交流センター室外機修繕
○和賀地区交流センター電灯分電盤・
階段灯修繕
○黒沢尻北地区交流センター空調室外
機修繕
○暖房機交換…黒沢尻東地区交流セ
ンター２台、黒岩地区交流センター１台

施設使用申請書の印刷　110冊
黒岩地区交流センタートイレ手洗器修
繕
藤根地区交流センター調理室修繕
立花地区交流センター避難口誘導灯交
換
立花地区交流センター電力引込線外修
繕
岩崎地区交流センター浄化槽ポンプ交
換
二子地区交流センター排煙オペレー
ター修繕
二子地区交流センター会議室ストーブ
交換
黒沢尻東地区交流センター会議室ス
トーブ交換
口内地区交流センター会議室ストーブ
交換
江釣子地区交流センター図書館窓シー
ル修繕

施設使用申請書の印刷　250冊 経営改革による施設の改廃に伴う施設
名称看板の変更　６施設

施設使用申請書の印刷　250冊

090100-152-01

090100-153

地域づくり等視察対応事務

地域振興係07-02-01

企画部門（内部管理事務）

03

内部管理事務

他市町村等からの視察者が、当市の説明を受け、その状況を理解し
ている。他市町村等からの地域づくり等に関する研修視察の受け入
れ対応業務

一般 法令に特に定めのないもの

538

地域づくり等視察対応事
務

視察来市者 ○視察受入件数　９件
○視察者数　69人

視察受入件数６件
視察者数72人

視察受入件数２件
延視察者数28人

視察受入件数９件
延視察者数144人

090100-153-01

090100-210

市民と行政のパートナー
シップ推進事業

協働推進係06-03-01

協働の定着と拡充

05

ソフト事業（任意）

協働の考え方や進め方が整理され、協働推進のための取り組みが
進むようになる。○協働推進のための取り組み
(1)協働推進委員会、
審議会の開催
(2)市民と行政のパートナーシップ研究会の開催
(3)市
民提案型協働事業
(4)市民活動情報センター事業の実施
(5)市民活動
活性化フォーラムの開催
(6)地域貢献活動企業褒賞事業の実施

一般 法令に特に定めのないもの

北上市まちづくり協働
推進条例 9,832

市民と行政のパートナー
シップ推進事業

市民 （1）協働推進審議会　3回
（2）協働推進委員会1回、ＰＳ研究会2回
（3）市民提案型協働事業　応募件数6
件、採択事業数4件
（4）市民活動情報センター　相談件数
623件、利用者数738人
（5）地域貢献活動企業褒賞事業　情報
提供93社（298事業）登録9社（24事
業）、受賞２社（3事業）、継続賞5社

(1)協働推進審議会　３回
(2)協働推進委員会５回、ＰＳ研究会３回
(3)市民提案型協働事業
　応募件数５件、採択事業数４件
(4)市民活動情報センター事業　
　相談件数528件、利用者数520人(5)地
域貢献活動企業褒賞事業　情報提供88
社（270事業）
　登録15社（27事業）、受賞3社、継続賞
13社

(1)協働推進審議会　３回
(2)協働推進委員会１回、ＰＳ研究会３回
(3)市民提案型協働事業
　応募件数10件、採択事業数３件
(4)市民活動情報センター事業　
　相談件数557件、利用者数1618人
(5)地域貢献活動企業褒賞事業
　情報提供63社（279事業）
　登録16社（25事業）、受賞3社

(1)協働推進審議会　２回
(2)協働推進委員会４回、ＰＳ研究会５回
(3)市民提案型協働事業
　応募件数４件、採択事業数３件
(4)市民活動情報センター事業　
　相談件数320件、利用者数1386人
(5)地域貢献活動企業褒賞事業
　情報提供64社（295事業）
　登録22社（61事業）、受賞7社

090100-210-01
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称 事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

090100-220

NPO法人設立認証等事務

協働推進係07-01-01

企画部門（市民サービス）

01

ソフト事業（義務）

特定非営利活動を行う団体に法人格を付与すること等により、ボラン
ティア活動をはじめとする市民が行う自由な社会貢献活動としての非
営利活動の健全な発展を促進し、公益の増進に寄与することを目的
とする。「特定非営利活動促進法」による、公益的な活動を行う団体
からのＮＰＯ法人の設立・認証等の事務
（１）設立・認証等に係る事務

（２）設立・認証、法人登記済証、事業報告書等の縦覧

一般 法定受託事務

5,151

NPO法人設立認証等事務

「特定非営利活動
促進法」により、公
益的な

ＮＰＯ法人認証等事務
・法人設立認証件数1件
・定款変更認証件数7件
・変更届受理件数2件
・事業報告受理・閲覧件数21件
・役員変更届受理件数10件
・解散届受理件数0件
・清算人就任届受理件数0件

ＮＰＯ法人認証等事務
・法人設立認証件数　４件
・定款変更認証件数　10件
・変更届受理件数　　１件
・事業報告受理・閲覧件数　20件
・役員変更届受理件数　13件
・解散届受理件数　０件
・清算人就任届受理件数　０件

ＮＰＯ法人認証等事務
・法人設立認証件数　１件
・定款変更認証件数　０件
・変更届受理件数　　０件
・事業報告受理・閲覧件数　16件
・役員変更届受理件数　８件
・解散届受理件数　１件
・清算人就任届受理件数　０件

ＮＰＯ法人認証等事務
・法人設立認証件数　１件
・定款変更認証件数　２件
・変更届受理件数　　０件
・事業報告受理・閲覧件数　19件
・役員変更届受理件数　12件
・解散届受理件数　１件
・清算人就任届受理件数　１件

090100-220-01

090100-230

岩手県空港利用促進協議
会負担金

地域振興係05-04-02

公共交通の利用促進

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

航空需要の喚起を図り人・物・情報の交流を活発化させ経済発展を
図る。総会、国内定期便等利用促進事業、国際チャーター便運航拡
大事業、陳情・要望活動

一般 法令に特に定めのないもの

252

岩手県空港利用促進協議
会負担金

市民、企業、観光
客

総会１回
台湾チャーター就航記念イベント

総会１回
国際チャーター便運航（台北、ホノル
ル、仁川、ハノイ）
エアポートライナー定額キャンペーン
（H24.3.25～H25.3.31）
レンタカー割引キャンペーン（H24.3.25
～H25.3.31）
札幌、名古屋、大阪便の増便（１便増
加）

◎マイエアポート運動　キャンペーンの
実施
◎広報宣伝活動　ホームページの充実

◎マイエアポート運動　キャンペーンの
実施
◎広報宣伝活動　ホームページの充実

090100-230-01

090100-240

女性施策推進事業

協働推進係06-01-02
男女共同参画社会の実現

05

ソフト事業（任意）

地域社会のリーダーとして積極的に活動する女性が増え、市民生活
を活性化させる。女性団体の事業推進を支援、男女共同参画に関す
る各種研修や講座の情報提供等

一般 法令に特に定めのないもの

きたかみ男女共同参
画プラン 3,306

女性施策推進事業

女性 男女共同参画に関する研修等の情報提
供（１回）、男女共同参画フェスティバル
（14人）

男女共同参画に関する研修等の情報提
供（１回）、男女共同参画フェスティバル
（４人）

男女共同参画に関する研修等の情報提
供、女性団体研修やいわて女性のつど
い参加支援（市のバス利用回数１回　28
名利用）

男女共同参画に関する研修等の情報提
供、女性団体研修やいわて女性のつど
い参加支援（市のバス利用回数２回　32
名利用）

090100-240-01

090100-241

男女共同参画プラン推進事
業

協働推進係06-01-02

男女共同参画社会の実現

05

ソフト事業（任意）

誰もが様々な分野に参画して活躍でき、地域や家庭、仕事を大切に
しながら、心豊かに暮らせるまちを目指す
。プラン推進のための各種
委員会等の開催、市内企業のワークライフバランス推進のための周
知活動、男女共同参画意識普及のための情報提供や啓発資材の配
布、男女共同参画研修会等への参加

一般 法令の努力義務（自治事務）

男女共同参画社会基
本法

きたかみ男女共同参
画プラン 3,640

男女共同参画プラン推進
事業

市民 北上市男女共同参画推進委員会開催
（２回）、企業へのワークライフバランスの
周知活動及びアンケート調査（２回　の
べ55社）、男女共同参画推進やＤＶ防
止に関する啓発資材の配布、男女共同
参画研修参加（１回）

北上市男女共同参画推進委員（２回）
企業を訪問し、男女共同参画の推進状
況の聞き取り（１回　１社）
各工業団地の組合における周知活動
（４回　延べ参加企業数85社）
男女共同参画推進やDV防止に関する
啓発資材の配付
男女共同参画研修参加（３回）

プラン推進のための会議開催（推進委
員会１回）、ワークライフバランス取り組
み事例募集事業、男女共同参画推進や
DV防止に関する啓発資材の配付、男
女共同参画研修参加

プラン推進のための会議開催（検討委
員会４回・推進委員会２回・評価委員会
２回・推進会議３回）、男女共同推進や
DV防止に関する啓発資材の配付、男
女共同参画研修参加

090100-241-01
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称 事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

090100-242

男女共同参画講座開催事
業

協働推進係06-01-02

男女共同参画社会の実現

05

ソフト事業（任意）

男女が互いの意思を尊重し、ともに支え合い、心豊かに暮らせるまち
を目指す。男女共同参画社会形成のための意識啓発としての講座の
開催、きたかみ市女性団体協議会と協働での講演会の開催

一般 法令に定めはあるが任意の自治事務

男女共同参画社会基
本法

きたかみ男女共同参
画プラン 3,434

男女共同参画講座開催事
業

市民 生き生きパートナーシップ講座等を開催
（６回、のべ参加者数　452人）

生き生きパートナーシップ講座等を開催
（３回、延べ参加者数　244人）
北上市を語る会（参加者数　131名）

生き生きパートナーシップ講座等を開催
（２回、延べ参加者数　82人）、ワークラ
イフバランスセミナー開催（１回、参加者
数　９人）

生き生きパートナーシップ講座等を開催
（延べ参加者数　113人、男性参加者
31.0％、新規参加者　94.7％）

090100-242-01

090100-243

市民活動団体活動調査等
事業（緊急雇用対策）

協働推進係06-03-01
協働の定着と拡充

05

ソフト事業（任意）

被災者１名を雇用し、市民活動団体の活動調査に係る確認作業のほ
か今年度改正された協働推進条例や改正に伴う新たな取組みにつ
いて、市民及び市民活動団体に広く周知し、協働のまちづくりを推進
する。北上市まちづくり協働推進条例・北上市地域づくり組織条例の
パンフレットを作成し、住民及び市民活動団体等に広く周知する。ま
た、市民活動団体の活動調査アンケートを実施し、市民活動団体紹
介冊子を作成して広く活動の情報共有に努める。

一般 法令に特に定めのないもの

5,323

市民活動団体活動調査等
事業

市民活動団体及び
市民

①北上市まちづくり協働推進条例ガイド
ブック200部
②北上市地域づくり組織条例ガイドブッ
ク500部
③北上市まちづくり関係条例ポケット版
800部
④市民活動団体ガイドブック200部

090100-243-01

090100-300

交通指導員設置事業

生活安全係04-03-04

交通安全対策の推進

05

ソフト事業（任意）

交通指導員による街頭指導、広報・啓発活動等の実施による地域交
通安全活動の普及・促進及び子供や高齢者に対する交通ルールの
啓発と交通安全教育の充実・強化を図る。交通安全思想の普及を図
るとともに、正しい交通ルールの励行を指導し、交通事故を防止する
ため指導員、専任指導員を設置　　　　　　　　　　　　　（指導員定数
７０人、任期３年）　　　　　　　　（専任指導員　２人、任期２年）

一般 法令に特に定めのないもの

北上市交通安全計画

19,202

交通指導員設置事業

交通指導員 交通安全教室・広報、街頭指導
・交通安全教室（174回）
　　延べ　　14,598人　
　　うち高齢者教室（17回）
　　延べ　　702人
・交通指導員全体研修会1回
・幹部会議9回

交通安全教室・広報、街頭指導　
・交通安全教室165回　延べ14,658人　
うち高齢者教室14回　延べ633人
・研修会1回、幹部会議14回

交通安全教室・広報、街頭指導　
・交通安全教室162回　延べ14,000人　
うち高齢者教室27回　延べ560人
・研修会1回、幹部会議10回

交通安全教室・広報、街頭指導　
・交通安全教室176回　延べ15,994人　
うち高齢者教室22回　延べ888人
・交通指導317回　延べ5,911人
・研修会２回、幹部会議10回

090100-300-01

090100-301

交通安全関係負担金

生活安全係04-03-04

交通安全対策の推進

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

交通安全教育者である交通指導員の資質の向上を目的とする事業
等を充実させ,交通事故防止を図る。県内市町村の交通指導隊をもっ
て構成し、交通指導員活動の一層の充実を期し、交通事故のない社
会実現のために実施する協議会事業、研修、運営に対する負担金

一般 法令に特に定めのないもの

423

岩手県交通指導隊連絡協
議会負担金

交通指導員連絡協
議会

・交通指導員研修等の開催、表彰　
・新任指導員研修（年1回）　
・女性指導員研修（年1回）
・理事会年２回、総会１回

交通指導員研修等の開催、表彰
　・新任指導員研修（年1回）　
　・女性指導員研修（年1回）
　・理事会年２回、総会１回

交通指導員研修等の開催、表彰
・新任指導員研修（年1回）
・女性指導員研修（年1回）
・理事会年２回、総会１回

交通指導員研修等の開催、表彰
・新任指導員研修（年1回）
・女性指導員研修（年1回）
・理事会年２回、総会１回

090100-301-01
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称 事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

北上地区交通安全対策連
絡協議会補助金

市民 ・交通安全思想の普及・啓発活動、連携
強化
・交通安全だるまリレー
（9/25開催）北上～西和賀町
・北上地区交通安全対策連絡会議（年
間5回）
・交通安全のつどい2013（12/3開催、
306名参加）

交通安全思想の普及・啓発活動、連携
強化
・交通安全だるまリレー
（9/28開　催）北上～西和賀町
・北上地区自治体合同交通安全　対策
連絡会議（年間6回）
・交通安全のつどい2012　　　　　（12/4
開催、300名参加）

交通安全思想の普及・啓発活動、連携
強化　　　　　　　　　　　　　
・交通安全だるまリレー
（6/28開催）北上～西和賀町
・北上地区自治体合同交通安全対策連
絡会議（年間4回）北上市

交通安全思想の普及・啓発活動、連携
強化　　　　　　　　　　　　　　
・高齢者グラウンドゴルフ大会
（10/6開催）北上市　176人参加　
・交通安全だるまリレー
（9/22開催）北上～西和賀町
・北上地区自治体合同交通安全対策連
絡会議（年間6回）北上市
・北上地区自治体合同指導員研修会
（6/28開催）会場～ふるさと体験館

090100-301-02

090100-302

交通安全推進事業

生活安全係04-03-04
交通安全対策の推進

05

ソフト事業（任意）

交通事故のない明るい社会実現のため、交通安全知識の普及や運
動、啓発活動を実施。北上市交通安全計画に基づき、国,県等の各季
節交通安全運動を警察署や交通関係機関・団体等と一体となって事
業を実施、各地域の市民総参加による交通安全運動の展開、交通
弱者保護のための交通安全知識の普及と交通安全意識の高揚を図
る

一般 法令の実施義務（自治事務）

交通安全対策基本法 北上市交通安全計画

7,564

交通安全推進事業

市民 ・各季節交通安全運動の実施、啓発
・各行政区等での各季節交通安全運動
　の実施（年間５期　50日）
・交通安全教室の開催、広報、街頭指
導（登下校時の街頭指導）
・啓発看板、のぼり旗の掲出
 （季節運動期間、年６回）
・交通安全施設等改善要望、点　検要
望件数　95件
　施設点検9/5　実施　4箇所
・新入学児童へのランドセルカバー等の
配布（892名）

各季節交通安全運動の実施、啓発
・各行政区等での各季節交通安全運動
　の実施（年間５期　50日）
・交通安全教室の開催、広報、街頭指
導（登下校時の街頭指導） 
・啓発看板、のぼり旗の掲出
 （季節運動期間、年６回）
・交通安全施設等改善要望、点検
　要望件数　152件
　施設点検　7/5　実施　4箇所

各季節交通安全運動の実施、啓発
・各行政区等での各季節交通安全運動
　の実施（年間５期　50日）
・交通安全教室の開催、広報、街頭指
導（登下校時の街頭指導）
・啓発看板、のぼり旗の掲出
 （季節運動期間、年６回）

各季節交通安全運動の実施、啓発
・各行政区等での各季節交通安全運動
　の実施（年間５期　50日）
・交通安全教室の開催、広報、街頭指
導（登下校時の街頭指導）
・啓発看板、のぼり旗の掲出
 （季節運動期間、年６回）

090100-302-01

090100-304

交通安全関係補助金

生活安全係04-03-04
交通安全対策の推進

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

交通安全事業を行う団体に対して補助を行うことにより、団体で行う
活動を充実させ、市民の交通安全意識の高揚、事故防止を図る。市
内各種団体で構成している北上市交通安全対策協議会と各地区母
の会で構成している母の会連合会の活動を促進させ、地域、家庭で
の交通安全思想の高揚をはかるため、北上市交通安全対策協議会
と母の会の事業等に対する補助

一般 法令に特に定めのないもの

北上市交通安全計画

1,722

交通安全母の会連合会活
動費補助金

母の会連合会、市
民

・各季節運動での児童生徒の街頭指導
（年間65日間）　　　
・地域、家庭での交通安全意識の高揚
・夏季運動期間中冷茶サービス　（4地
区で実施）
・小学校での交通安全人形づくり　（市
内小学校17校で実施）

・各季節運動での児童生徒の街頭指導
（年間65日間）　　　　
・地域、家庭での交通安全意識の高揚
・夏季運動期間中冷茶サービス
　（4地区で実施）
・小学校での交通安全人形つくり　（市
内小学校17校で実施1000）

・各季節運動での児童生徒の街頭指導
（年間65日間）
・地域、家庭での交通安全意識の高揚
・夏季運動期間中冷茶サービス
　（4地区で実施）
・小学校での交通安全人形つくり
　（市内小学校18校で実施1000）

・各季節運動での児童生徒の街頭指導
（年間65日間）
・地域、家庭での交通安全意識の高揚
・夏季運動期間中冷茶サービス
　（4地区で実施）
・小学校での交通安全人形つくり
　（市内小学校18校で実施1000）

090100-304-01

北上市交通安全対策協議
会補助金

市民 交通安全対策の総合的計画的な推進
・交通安全季節運動の実施（年６回）
・無事故無違反コンクール
　183チーム（929人）
・交通安全ポスターコンクール
　16小中学校（586人）
・交通安全の集い（参加306人）

交通安全対策の総合的計画的な推進
・交通安全季節運動の実施（年６回）
・無事故無違反コンクール　　　　　　208
チーム（1,049人）
・交通安全ポスターコンクール17小中学
校（360人）
・交通安全の集い（参加300人）

交通安全対策の総合的計画的な推進
・交通安全季節運動の実施（年６回）
・無事故無違反コンクール　　　　　　183
チーム（918人）
・交通安全ポスターコンクール13小中学
校（406人）
・交通安全の集い（参加350人）

交通安全対策の総合的計画的な推進
・交通安全季節運動の実施（年６回）
・無事故無違反コンクール　　　　　　192
チーム（967人）
・交通安全ポスターコンクール14小中学
校（266人）
・交通安全の集い（参加350人）

090100-304-02
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称 事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

090100-305

交通災害共済事業関連事
務

生活安全係04-03-04

交通安全対策の推進

01

ソフト事業（義務）

より多くの市民に共済制度を周知し、自治会等から加入促進を図り、
住民の生活の安定と福祉の増進を図る。交通事故で被害者を被った
市民を救済するため岩手県市町村総合事務組合が行う交通災害共
済事業の加入受付、請求、支払事務取扱い（保険期間1年間、掛金1
人400円）

一般 法令の実施義務（自治事務）

岩手県市町村総合事
務組合規約 2,213

交通災害共済事業関連事
務

市民 交通災害共済加入促進、支払事務
・加入者数　13,576人
・加入率14.46％
・請求、支払件数64件
・見舞金額　3,114,000円
・地区加入説明会　1回

交通災害共済加入促進、支払事務
・加入者数　14,675人　
・加入率　　16％
・請求、支払件数　48件
・見舞金額　2,638,000円
・地区加入説明会　1回

交通災害共済加入促進、支払事務
・加入者数　16,398人
・加入率　　17％
・請求、支払件数　63件
・見舞金額　3,028,000円
・地区加入説明会　1回

交通災害共済加入促進、支払事務
・加入者数　16,403人
・加入率　　17.63％
・請求、支払件数　78件
・見舞金額　7,163,000円
・地区加入説明会　2回

090100-305-01

090100-306

岩手県市町村総合事務組
合交通災害共済負担金

生活安全係04-03-04

交通安全対策の推進

04

負担金・補助金（義
務負担金）

交通災害を受けた者又はその遺族等を救済するため共済制度を設
け、住民の生活の安定と福祉の増進を図る。岩手県市町村総合事務
組合が行う交通災害共済事業への負担金

一般 法令に特に定めのないもの

市町村交通災害共済
加入推進事務費交付
金交付要綱

293

岩手県市町村総合事務組
合交通災害共済負担金

市民 ・加入者数　13,576人
・加入率　14.46％
・申請件数　64件
・見舞金額　3,114,000円　　　　　　

加入者数　14,675人
交通災害共済加入率　16％
申請件数　48件
見舞金額　2,638,000円　　　　　　

加入者数　15,933人
交通災害共済加入率　17％
申請件数　63件
見舞金額　3,028,000円　　　　　　

加入者数　16,403人
交通災害共済加入率　17.63％
申請件数　78件
見舞金額　7,163,000円　　　　　　

090100-306-01

090100-307

地域安全活動等推進事業

生活安全係04-03-05

防犯対策の推進

05

ソフト事業（任意）

犯罪や非行のない明るく安全な地域社会の構築。防犯関係機関関
連事務、啓発事務

一般 法令に特に定めのないもの

6,347

地域安全活動等推進事業

市民 ・防犯啓発資料の区長配布（年12回）
・防犯パトロールの実施
・地域安全運動の実施、啓発活動（年３
回の地域運動　40日間）

・防犯啓発資料の区長配布（年12回）
・防犯パトロールの実施
・地域安全運動の実施、啓発活動（年３
回の地域運動　40日間）

・防犯啓発資料の区長配布（年12回）
・防犯パトロールの実施
・地域安全運動の実施、啓発活動
　（年３回の地域運動　40日間）

・防犯啓発資料の区長配布（年12回）
・防犯パトロールの実施
　（防犯車7台）
・地域安全運動の実施、啓発活動
　（年３回の地域運動　40日間）

090100-307-01

090100-308

防犯運動関係補助金

生活安全係04-03-05

防犯対策の推進

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

市民の防犯意識の高揚と自主防犯活動を推進し、暴力団の追放と青
少年の健全な育成、社会を明るくする運動の活動を通じて安全で住
みよい地域社会の実現を図る。運営費補助・事務局担当（防犯隊員
の任命、管理。防犯連絡所、委員の活動支援、地域安全推進市民会
議の運営）

一般 法令に特に定めのないもの

7,337

北上市防犯協会運営費補
助金

北上市防犯協会 ・防犯隊員による地域パトロール実施
　（隊員　153人）
・防犯連絡所、委員の設置
　（323人）
・防犯球技大会の実施
　　野球17チーム
　　ミニバス9チーム
・季節地域安全運動の実施
　（年間３期の地域安全運動）
・各種行事における雑踏整理等の協力
（さくらまつり、夏祭り等）
・新入学児童への防犯ブザーの　配布
等（892名）

・防犯隊員による地域パトロール実施
　（隊員　154人）
・防犯連絡所、委員の設置（326人）
・防犯球技大会の実施
　　野球18チーム
　　ミニバス13チーム
・季節地域安全運動の実施
　（年間３期の地域安全運動）
・各種行事における雑踏整理等の協力
（さくらまつり、夏祭り等）
・新入学児童への防犯ブザーの配布等

・防犯隊員による地域パトロール実施
　（隊員　154人）
・防犯連絡所、委員の設置（326人）
・防犯球技大会の実施
　野球17チーム　　ミニバス10チーム
・季節地域安全運動の実施
　（年間３期の地域安全運動）
・各種行事における雑踏整理等の協力
（さくらまつり、夏祭り等）
・新入学児童への防犯ブザーの配布等

・防犯隊員による地域パトロール実施
　（隊員　157人）
・防犯連絡所、委員の設置（322人）
・防犯球技大会の実施
　野球23チーム　　ミニバス11チーム
・季節地域安全運動の実施
　（年間３期の地域安全運動）
・各種行事における雑踏整理等の協力
（さくらまつり、夏祭り等）
・新入学児童への防犯ブザーの配布等

090100-308-01
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称 事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

北上市地域安全推進市民
会議運営費補助金

市民会議 ・総会、研修会等の開催
・北上市安全・安心まちづくり大会
（10/11開催、200人参加）
・広報誌「暴追いわて」の配布
・青少年有害環境実態調査
　（59箇所）
・部会、理事会開催

総会、研修会等の開催
・暴力団追放県民大会兼北上市安全・
安心まちづくり大会（10/30開催、800人
参加）
・広報誌「暴追いわて」の配布
・青少年有害環境実態調査
・部会、理事会開催

総会、研修会等の開催
・北上市安全・安心まちづくり大会
　10/16開催、416人参加
・広報誌「暴追いわて」の配布
・青少年有害環境実態調査
・防犯まちづくり基本計画市民会議、理
事会開催

総会、研修会等の開催
・地域安全・暴力団追放市民総決起大
会　10/12開催、400人参加
・広報誌「暴追いわて」の配布
・社会を明るくする運動北上集会（小学
生の体験発表）
　7/3開催、200人参加
・有害環境実態調査

090100-308-02

090100-309

更生保護関係補助金

生活安全係04-03-05
防犯対策の推進

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

県内の更生保護に関する事業が健全に発展すること
保護司会の運
営を円滑にし、保護観察及び犯罪予防活動の充実を図るため。岩手
県更生保護協会運営費補助
・機関紙「更生保護いわて」発行（年４
回）
・岩手県ブロック別更生保護研究大会開催
保護司運営費補助

一般 法令に特に定めのないもの

627

岩手県更生保護協会運営
費補助金

保護協会 ・「更生保護いわて」発行（年４回）
（犯罪の予防を図るための啓発）
・各団体に対する助成
・要保護者に対する更生の援助

・「更生保護いわて」発行（年４回）
（犯罪の予防を図るための啓発）
・各団体に対する助成
・要保護者に対する更生の援助

・「更生保護いわて」発行（年２回）
（犯罪の予防を図るための啓発）
・各団体に対する助成
・要保護者に対する更生の援助

・「更生保護いわて」発行（年２回）
（犯罪の予防を図るための啓発）
・各団体に対する助成
・要保護者に対する更生の援助

090100-309-01

北上地区保護司会補助金

保護司会 ・保護司会研修会：５回
・犯罪予防活動の推進
（社会を明るくする運動関係・補導活動
への協力等）
・保護観察所が行う研修会
参加：３回（延５人参加）

・保護司会研修会：６回
・犯罪予防活動の推進
（社会を明るくする運動関係・補導活　
動への協力等）
・保護観察所が行う研修会
　参加：３回（延６人参加）

保護司会研修会：６回
・犯罪予防活動の推進
（社会を明るくする運動関係・補導活動
への協力等）
・保護観察所が行う研修会
　参加：３回（延６人参加）

保護司会研修会：６回
・犯罪予防活動の推進
（社会を明るくする運動関係・補導活　
動への協力等）
・保護観察所が行う研修会　参加：３回
（延６人参加）

090100-309-02

090100-310

いわて被害者支援センター
賛助会費

生活安全係04-03-05

防犯対策の推進

06

負担金・補助金（ソ
フト事業）

犯罪被害者支援活動をバックアップし、支援体制の充実を図る。犯罪
及び不慮の災害の被害者又はその遺族の身体的、経済的、精神的
な被害者の早期軽減、社会全体が被害者等を支援できる環境づく
り。犯罪や交通事故、不慮の災害などの被害を受けた方々の心を支
える支援活動を行うボランティア団体、「犯罪被害者等基本法」により
設立した団体運営費負担（賛助会員会費）

一般 法令に特に定めのないもの

181

いわて被害者支援セン
ター賛助会費

犯罪被害者 講演会等、
広報啓発活動、パンフレット、会報

相談活動：電話相談162件、面接相談
　19件、直接的支援　29件、メール相談
　3件
講演会等：広報啓発活動：パンフレット、
会報

相談活動：電話相談98件、面接相談
　24件、直接的支援　22件、メール相談
　2件
講演会等：広報啓発活動：パンフレット、
会報

相談活動：電話相談　99件、面接相談
　27件、直接的支援　12件、メール相談
　11件
講演会等：広報啓発活動：パンフレット、
会報

090100-310-01

090100-311

モーテル類似施設建築審査
会関係事務

生活安全係04-03-05

防犯対策の推進

05

ソフト事業（任意）

モーテル類似施設の建築に対し、必要な規制を行うことにより、市民
の健全な生活環境の保持及び青少年の健全な育成を図ること。モー
テル類似施設建築審査会・連絡会議に関する事務

一般 法令に特に定めのないもの

北上市モーテル類似
施設建設規制条例

モーテル類似施設建築審
査会関係事務

市民 モーテル類似施設建築規制連絡会議
開催なし

モーテル類似施設建築規制連絡会議
開催なし

モーテル類似施設建築規制連絡会議
開催なし

モーテル類似施設建築規制連絡会議
開催なし

090100-311-01

090100-312

岩手県青年海外協力隊育
成事業

生活安全係02-04-03

国際化に対応したまちづくり
の推進

01

ソフト事業（義務）

開発途上国の人々のために、自分の持っている技術や経験を生かし
てみたいという方々に活躍の場を提供する。青年海外協力隊関連事
務、広報啓発事務

一般 法令に特に定めのないもの

231

岩手県青年海外協力隊育
成事業

青年 青年海外協力隊募集依頼のポスター掲
示やパンフレット配布、広報掲示

青年海外協力隊募集依頼のポスター掲
示やパンフレット配布、広報掲示

青年海外協力隊募集依頼のポスター掲
示やパンフレット配布、広報掲示

090100-312-01
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フルコスト(千円)

評価事業コード

評価事業名称

担当係政策体系コード

政策体系名称

事業類型CD

事業類型

会計区分
事業の目的と概要

細事業名称 事業の対象

法令の根拠区分

法令等の名称 関連計画名

細事業コード
平成25年度事業量 平成24年度事業量 平成23年度事業量 平成22年度事業量

090100-314

少年センター運営事業

生活安全係04-03-05

防犯対策の推進

05

ソフト事業（任意）

少年の非行防止活動を行い、健全育成を図る。運営委員会等、少年
センターの運営に関する事務、少年補導員の委嘱及び研修、街頭補
導の計画立案・実施。少年センター報の発行、青少年問題協議会・青
少年育成委員関連事務

一般 法令に特に定めのないもの

7,203

少年センター運営事業

20歳未満の少年 ・少年センター報（12回発行）
・教育福祉連絡会議（12回）
・少年センター運営委員会（１回）

少年センター報：12回発行
教育福祉連絡会議：12回
少年センター運営委員会：１回

少年センター報：12回発行
教育福祉連絡会議：12回
少年センター運営委員会

少年センター報：12回発行
教育福祉連絡会議：12回
少年センター運営委員会

090100-314-01

街頭補導実施事業

20歳未満の少年 ・補導員数：164人、専任補導員2人
・補導員研修会：1回
・補導員会議：12回
・補導回数：412回
・補導活動延人員：881人
・補導人員：116人
・補導員報の発行：月1回

補導員数：155人、専任補導員2人
補導員研修会：1回
補導員会議（11回）
補導回数：354回
補導活動延人員：814人
補導人員：56人
補導員報の発行（月1回）

補導員数：158人、専任補導員2人
補導員研修会：1回
補導員会議（11回）
補導回数：380回
補導活動延人員：946人
補導人員：14人
補導員報の発行（月1回）

補導員数：243人、専任補導員2人
補導員研修会：１回
補導員会議（中学校区９回）
補導回数：463回
補導活動延人員：1,200人
補導人員：40人
補導員報の発行（月１回）

090100-314-02

青少年問題総合協議会事
務

青少年 ・青少年問題協議会開催なし 青少年問題協議会委員　18人
市青少年育成委員　５人
青少年問題協議会の開催

青少年問題協議会委員　18人
市青少年育成委員　５人
青少年問題協議会の開催

青少年問題協議会委員　18人
市青少年育成委員　５人
青少年問題協議会の開催

090100-314-03

090100-315

少年相談等実施事業

生活安全係04-03-05

防犯対策の推進

05

ソフト事業（任意）

少年の非行防止活動を行い、青少年の健全育成を図る。・少年相
談・青少年の健全育成に関する講座への講師派遣

一般 法令に特に定めのないもの

少年相談等実施事業

20歳未満の少年 ・相談件数（6件）
・研修会等講師派遣（2回）
・センター報を活用した相談の啓発

相談件数：８件
研修会等講師派遣：７回
センター報を活用した相談の啓発

相談件数：２件
研修会等講師派遣：４回
センター報を活用した相談の啓発

相談件数：１件
研修会等講師派遣：４回
センター報を活用した相談の啓発

090100-315-01

090100-316

岩手県少年センター連絡協
議会会費

生活安全係04-03-05
防犯対策の推進

04

負担金・補助金（義
務負担金）

県下の少年センター間の交流を図り、相互の協力関係を深める。協
議会会費

一般 （未入力）

84

岩手県少年センター連絡
協議会会費

連絡協議会 連絡会議・職員研修の開催（1回） 連絡会議・職員研修の開催（1回） 連絡会議・職員研修の開催（1回） 連絡会議・職員研修の開催（1回）090100-316-01

090100-317

（仮称）地域づくり一括交付
金制度検討事務

地域振興係06-02-01

地域の自主的な活動の推
進

05

ソフト事業（任意）

地域づくり組織への交付金等のあり方を検討し、新たな交付金制度
の円滑な策定を図るため、（仮称）地域づくり一括交付金制度検討委
員会及び検討部会を開催し、新たな交付金制度の素案を策定するも
の。

一般 法令に特に定めのないもの

5,919

（仮称）地域づくり一括交
付金制度検討事務

16地区から推薦を
受けた検討委員

検討委員会６回開催し、交付金規則の
原案を作成した。

090100-317-01

090100-318

黒沢尻東地区交流センター
施設改修事業

地域振興係06-02-01
地域の自主的な活動の推
進

07

施設等整備事業

近隣住民及び通行人の安全を守るため、駐車場の砂利敷部分を舗
装するもの。

一般 法令に特に定めのないもの

4,850

黒沢尻東地区交流セン
ター施設改修事業

近隣住民及び通行
人

黒沢尻東地区交流センター駐車場舗装
工事　590㎡

090100-318-01
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